
№71 生徒の危機対応能力を高める防災避難訓練の取組

■管 内 石狩管内

■分 類 避難訓練 危険対応能力 防災訓練 その他（ ）

■教育課程 教科（ 科） 道徳 総合的な学習の時間 特別活動

■校 種 小学校（低） 小学校（中） 小学校（高） 中学校 高等学校

■取組のポイント

■取組の実際

ねらい

内 容

１ 生徒の主体的な態度と危機対応能力の育成を

図った事前学習

防災避難訓練に先立ち、各ＨＲにおいて、共通の

資料をもとに、次のような事前学習を行った。

○ 災害の特性の紹介

近年、国内で起こった地震や火災、津波など実際

の事例を挙げ、それぞれの災害の特性について紹介

した。

○ 災害発生時の安全措置と防災避難

地震や火災、津波などの非常事態時に発生しうる

危機について、生徒のグループ協議によって予測さ

せた後、それぞれの災害特性に応じた安全措置が講

じられるよう、取るべき行動や危険回避の方法、緊

急時の避難場所などについて指導した。

２ 実践力の向上を図った抜き打ち訓練の実施
防災避難訓練は、日時や災害の種類について、生徒に予告なしで実施した。

○ 抜き打ちの防災避難訓練

避難訓練は、「地震が発生し、その後ボイラー室から出火、教員による消火活動では収

まらず、全校生徒

避難」の設定で行

われた。突然の非

常ベルや教員の指

示に対し、生徒は、

非常事態発生時に

自らが取るべき行

動を迅速かつ正確

に遂行した。

成果と課題

○ 防災避難についての事前学習に重点を置くことにより、生徒の主体的な態度と
危機対応能力の育成を図った。

○ 抜き打ちの防災避難訓練を実施することにより、非常事態発生時における生徒
の実践力の向上を図った。

○ 地震や火災、津波などの非常事態発生に備え、生徒の防災意識を高めるととも
に、生徒と教職員が安全かつ迅速に避難行動を取ることができるようにする。

○ 防災避難に関する事前学習に重点を置いたことにより、生徒は、次に取るべき行
動を予測しながら避難できたことで、避難完了時間が、昨年度より短縮された。

○ 防災避難訓練の日時や災害の種類を予告しなかったことで、より現実に近い実践
的な防災訓練を行うことができた。

● 安全確保後の下校方法や保護者への引き渡しについて、更なる検討が必要である。


